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快川 紹喜 国師は笠松町門間の出身！
 「心頭滅却すれば、火も自ずから涼し！」

せんかい じょう き

門間にある弘済禅寺

　笠松町史によると、快川和尚は土岐氏の代官
北門間道家佐京進の三男だということです。また、
恵林寺略史によれば、生まれたのは１５０１年（文
亀元年）です。
　「国師」という称号は、快川和尚の徳を慕って、
門下に入る者が数千人に達したことを知った正親
町天皇が、その威徳を讃えて与えました。つまり国
師とは朝廷から人の師となり、手本となる高僧に贈
られる最高の称号です。
　快川和尚は、武田信玄に招かれて恵林寺に入
りました。信玄の旗の「風林火山」の文字は快川
和尚が書いたといわれています。長篠の戦いで織
田、徳川の連合軍に敗れてから武田家は衰退の
一途をたどります。快川和尚は武田家が織田に滅
亡されてから１ヶ月後、信長に追われていた大和
淡路守など３名を恵林寺にかくまい、引き渡しにも

応じませんでした。怒った信長は、快川和尚を恵
林寺の山門に１００名ほどの僧侶と共に追い上げ
ました。そして山門に火を付けました。燃えさかる
炎の中で和尚が「心頭滅却すれば火も自ずから
涼し」という言葉を残したのはあまりにも有名な話
です。「信念に従い、何事にも毅然とした態度で臨
む」快川和尚の姿は、多くの人のあこがれであり、
この逸話が長い間語り継がれてきた理由だと思わ
れます。
　なお、門間に
ある「弘済禅寺」
は快川和尚が生
まれた場所に創
建されたと伝えら
れています。
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